
 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
(注)１.当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しま  

 すが１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

２.平成21年４月１日付で普通株式１株を４株に分割しております。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 
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1. 平成22年６月期第１四半期の連結業績（平成21年７月１日～平成21年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年６月期第１四半期 735 △36.6 △67 － △68 － △53 －

21年６月期第１四半期 1,161 5.2 74 12.0 73 10.4 29 △19.1

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年６月期第１四半期 △379 28 － －
21年６月期第１四半期 847 21 839 31

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年６月期第１四半期 3,522 2,922 82.5 20,710 00

21年６月期 3,796 3,011 78.9 21,374 25

(参考) 自己資本 22年６月期第１四半期 2,904百万円 21年６月期 2,994百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年６月期 ─ ─ 0 00 ─ ─ 250 00 250 00

22年６月期 ─ ─

22年６月期(予想) 0 00 ─ ─ 250 00 250 00

3. 平成22年６月期の連結業績予想（平成21年７月１日～平成22年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 1,900 △28.7 50 △75.6 50 △75.8 25 △76.6 178 44

通期 5,000 2.4 260 0.7 260 △1.7 130 11.3 927 91
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(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
     (注)平成21年４月１日付で普通株式１株を４株に分割しております。 

  

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要
素を含んでおります。実際の実績等は、業績等の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

  [ 除外 １社 (社名 Ubiteq HK Ltd.)]

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

22年６月期第１四半期 141,668株 21年６月期 141,500株

22年６月期第１四半期 1,400株 21年６月期 1,400株

22年６月期第１四半期 140,125株 21年６月期第１四半期 35,005株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益の悪化に歯止めがかからず、景気の後退局面が依然と

して残り、停滞感が強く回復感に乏しい状況が続いております。当社グループの関連市場においても企

業収益の大幅な減少にともなう設備投資抑制は続き、需要回復の遅れや価格低下圧力が強まる等、引き

続き厳しい事業環境となりました。このような状況の中で、既存事業の落ち込みをカバーすべく、前連

結会計年度に引き続きグループ全体によるローコストオペレーション体制を維持すると共に、事業効率

化とコスト削減などの諸施策に取り組んでまいりました。また、事業構造の変革として、受託開発事業

中心の構造から顧客先企業の状況に影響を受けにくい自社製品と自社サービス提供型事業へと移行すべ

く、BX-Officeをはじめとした自社製品・サービス開発及び販売を進めています。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は735百万円（前年同期比36.6％減少）、営

業損失は67百万円（前年同期は営業利益74百万円）、経常損失は68百万円（前年同期は経常利益73百万

円）、第１四半期純損失は53百万円（前年同期は四半期純利益29百万円）となりました。 

  

（連結各セグメントの概況について） 

 電子機器事業は、既存顧客向けの量産案件がエレクトロニクス業界不振による影響を受け、主力製品

の販売が減少したため、前連結会計年度に引き続き厳しい事業環境となりました。そこで業務全体を見

直しながら関係協力会社にもご協力頂き、仕入れコストや外部委託費用について削減を進めてまいりま

したが、業績の回復にはいたりませんでした。  

尚、オリックスグループとの協業として推進している、オリックス自動車向けの車載機事業については

次期開発を進めた事により、第２四半期からの受注獲得を予定しております。また、Ubiteq HK Ltd.は

業務効率化及びコスト削減のために業務を本社に移管しました。現在Ubiteq HK Ltd.は営業活動を停止

しており重要性が乏しいと判断されるため、当第１四半期連結会計期間末より連結除外しております。 

 この結果、当第１四半期の売上高は314百万円（前年同期比44.2%減少）、営業損失は28百万円（前年

同期は営業利益43百万円）となりました。  

  

 モバイル・ユビキタス事業は、資本提携先であるパナソニック電工株式会社からの受注は順調に推移

したものの、主力事業であった携帯電話評価業務や子会社での組み込み型ソフトウェアの受託開発等は

苦戦しました。尚、「やらされる省エネ」から「やりたくなる省エネ」を実現すべく、省エネソリュー

ションとして昨年度開発したBX-Officeを始めとするBXシリーズの販売を本年度7月より開始し、拡販の

ためのチャネル開拓を推進しております。また、BXシリーズについては引き続き、追加機能開発やマー

ケティングに注力し積極投資をしております。 

 この結果、当第１四半期の売上高は421百万円（前年同期比29.5%減少）、営業利益46百万円（前年同

期比61.5%減少）となりました。 

  

（資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は3,522百万円となり、前連結会計年度末から274百万円減少し

ております。主な内容としましては、流動資産においては現金及び預金が222百万円減少、受取手形及び

売掛金が128百万円減少、仕掛品が53百万円増加しております。 

（負債の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は600百万円となり、前連結会計年度末から184百万円減少して

おります。主な内容としましては、支払手形及び買掛金が59百万円の減少、未払法人税等が80百万円の減

少、役員賞与引当金が13百万円減少しております。 

（純資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は2,922百万円となり、前連結会計年度末から89百万円減少

しております。主な内容としましては、四半期純損失53百万円の計上と剰余金の配当35百万円によるもの

であります。 
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、以下の

各キャッシュ・フロー状況とそれらの増減要因により、前連結会計年度末に比べて222百万円減少し、当

第１四半期連結会計期間末は、1,653百万円となりました。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果支出した資金は148百万円となりました。（前年同期は39百万円の収入）これは主に売

上債権の減少128百万円があったものの、税金等調整前四半期純損失70百万円、仕入債務の減少59百万

円、法人税等の支払80百万円、たな卸資産の増加73百万円があったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は7百万円となりました。（前年同期は21百万円の収入）これは主に有形

固定資産の取得5百万円、無形固定資産の取得5百万円があったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は29百万円となりました。（前年同期は29百万円の支出）これは主に配当

金の支払31百万円によるものであります。 
  

平成21年８月11日に発表しました、平成21年６月期決算短信に記載の業績予想に変更はありません。 

  
  

①連結の範囲の変更  
  Ubiteq HK Ltd.は営業活動を休止し実質的に休眠中であり、重要性が乏しいと判断される 
  ため当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。ただし、平成21年７ 
  月１日から平成21年９月30日までの損益計算書及びキャッシュ・フロー計算書については連 
  結しております。  
  
 ②変更後の連結子会社の数  
  ２社 

  

1.簡便的な会計処理 

①棚卸資産の評価方法  

  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度 

  末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却 

  価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

②固定資産の減価償却費の算定方法  

  減価償却の方法として定率法を採用している場合に、連結会計年度に係る減価償却費の額を期 

  間按分して算定する方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、 

  一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用 

  した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

2.四半期特有の会計処理 

①税金費用の計算  

  一部の連結子会社において、当第１四半期累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に 

  対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を 

  乗じて計算する方法によっております。 
  

 該当事項はありません。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,653,168 1,876,107

受取手形及び売掛金 992,752 1,121,483

製品 39,401 53,270

仕掛品 81,054 27,072

原材料及び貯蔵品 110,904 77,259

繰延税金資産 96,303 77,215

その他 142,146 179,363

貸倒引当金 △384 △667

流動資産合計 3,115,348 3,411,103

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 51,107 51,107

減価償却累計額 △15,976 △14,368

建物及び構築物（純額） 35,131 36,739

工具、器具及び備品 350,012 353,235

減価償却累計額 △309,460 △309,921

工具、器具及び備品（純額） 40,551 43,313

有形固定資産合計 75,683 80,053

無形固定資産   

のれん 26,611 30,413

その他 23,171 19,833

無形固定資産合計 49,783 50,247

投資その他の資産   

投資有価証券 93,072 64,243

繰延税金資産 31,744 32,534

その他 157,127 158,749

投資その他の資産合計 281,945 255,527

固定資産合計 407,412 385,827

資産合計 3,522,760 3,796,930
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 369,341 429,086

未払金 51,207 79,897

未払法人税等 2,981 83,848

賞与引当金 18,137 4,385

役員賞与引当金 － 13,125

その他 83,640 95,895

流動負債合計 525,308 706,238

固定負債   

退職給付引当金 75,190 79,247

固定負債合計 75,190 79,247

負債合計 600,498 785,485

純資産の部   

株主資本   

資本金 854,798 853,612

資本剰余金 568,700 567,514

利益剰余金 1,568,443 1,658,418

自己株式 △75,474 △75,474

株主資本合計 2,916,468 3,004,071

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,246 △6,363

為替換算調整勘定 △2,272 △3,175

評価・換算差額等合計 △11,518 △9,539

新株予約権 1,196 －

少数株主持分 16,115 16,912

純資産合計 2,922,261 3,011,445

負債純資産合計 3,522,760 3,796,930
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(2)【四半期連結損益計算書】 
 【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 1,161,524 735,951

売上原価 911,752 627,935

売上総利益 249,772 108,016

販売費及び一般管理費 175,700 175,576

営業利益又は営業損失（△） 74,072 △67,560

営業外収益   

受取利息 339 1,012

受取配当金 97 65

その他 619 569

営業外収益合計 1,056 1,647

営業外費用   

為替差損 1,311 2,070

投資事業組合運用損 401 734

その他 － 8

営業外費用合計 1,713 2,813

経常利益又は経常損失（△） 73,415 △68,726

特別利益 － －

特別損失   

固定資産除却損 34 1,294

投資有価証券評価損 3,447 －

特別損失合計 3,482 1,294

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

69,933 △70,020

法人税、住民税及び事業税 27,659 2,385

法人税等調整額 12,608 △18,470

法人税等合計 40,267 △16,084

少数株主利益又は少数株主損失（△） 7 △788

四半期純利益又は四半期純損失（△） 29,657 △53,147
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

69,933 △70,020

減価償却費 8,792 7,863

株式報酬費用 － 1,196

株式交付費 － 8

投資有価証券評価損益（△は益） 3,447 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 53 △283

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,626 13,752

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,500 △13,125

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,794 △4,055

受取利息及び受取配当金 △437 △1,078

為替差損益（△は益） 1,082 1,045

投資事業組合運用損益（△は益） 401 734

固定資産除却損 34 1,294

のれん償却額 3,801 3,801

売上債権の増減額（△は増加） 101,257 128,730

たな卸資産の増減額（△は増加） △106,355 △73,758

仕入債務の増減額（△は減少） 30,650 △59,742

その他 △33,661 △19,537

小計 76,923 △83,174

利息及び配当金の受取額 437 102

法人税等の支払額 △37,959 △80,820

法人税等の還付額 － 15,872

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,400 △148,020

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,308 △5,263

無形固定資産の取得による支出 △714 △5,382

敷金及び保証金の回収による収入 15,917 100

敷金及び保証金の差入による支出 － △240

出資金の分配による収入 8,090 3,371

投資有価証券の取得による支出 △240 △61

投資活動によるキャッシュ・フロー 21,744 △7,474

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 451 2,362

配当金の支払額 △29,666 △31,957

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,214 △29,594

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,045 △1,068

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,885 △186,158

現金及び現金同等物の期首残高 1,507,187 1,876,107

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △36,781

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,538,072 1,653,168
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該当事項はありません。 
  

  前第１四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分の主な製品サービス 

(1)電子機器事業 

  ・デジタル情報家電向け映像エンジンシステムの開発・生産業務 

  ・ＡＴＭ（オートテラーマシーン）や複写機に内蔵されている主要モジュールシステムの開発・生産業務 

  ・上記テクノロジーを融合させた新技術の開発業務 

(2)モバイル・ユビキタス事業 

  ・携帯電話端末評価業務 

  ・次世代無線ブロードバンド「ＷｉＭＡＸ」のネットワーク支援業務 

  ・次世代ネットワーキングテクノロジー「ＩＰｖ６」に関する技術開発業務 

  ・Web2.0テクノロジーを活用したWeb2.0ソリューション事業 

  ・組込み型ソフトウェアの受託開発およびシステム開発等の人材派遣 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分の主な製品サービス 

(1)電子機器事業 

  ・デジタル情報家電向け映像エンジンシステムの開発・生産業務 

  ・ＡＴＭ（オートテラーマシーン）や複写機に内蔵されている主要モジュールシステムの開発・生産業務 

  ・カーシェアリング車載システム等のサーバと端末のセットソリューションサービスの開発業務 

    ・上記テクノロジーを融合させた新技術の開発業務 

(2)モバイル・ユビキタス事業 

  ・携帯電話端末評価業務 

  ・IPネットワーク（有線・無線）設計・構築・運用支援業務 

  ・次世代ネットワーキングテクノロジー「ＩＰｖ６」に関する技術開発業務 

  ・Web2.0テクノロジーを活用したWeb2.0ソリューション事業 

  ・組込み型ソフトウェアの受託開発およびシステム開発等の人材派遣 

  ・省エネ対応ソリューション開発 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

電子機器事業
  

(千円)

モバイル・ユビキ
タス事業 
(千円)

計
  

(千円)

消去又は全社 
  

(千円)

連結
  

(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

564,323 597,201 1,161,524 ― 1,161,524

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 564,323 597,201 1,161,524 ― 1,161,524

営業利益 43,025 121,182 164,207 (90,135) 74,072

電子機器事業
  

(千円)

モバイル・ユビキ
タス事業 
(千円)

計
  

(千円)

消去又は全社 
  

(千円)

連結
  

(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

314,907 421,043 735,951 ― 735,951

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 314,907 421,043 735,951 ― 735,951

営業利益又は営業損失(△) △28,489 46,671 18,182 (85,742) △67,560
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

  アジア…中国 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90%を超えるため所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア…中国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10%未満のため、海外売上高を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,161,514 10 1,161,524 ― 1,161,524

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 274,929 274,929 (274,929) ―

計 1,161,514 274,940 1,436,454 (274,929) 1,161,524

営業利益 150,366 22,431 172,797 (98,725) 74,072

【海外売上高】

アジア 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 143,566 143,566

Ⅱ 連結売上高(千円) ― 1,161,524

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

12.4 12.4

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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